
↓
 

提
灯
を
手
に
本
殿
へ
と
進
む
参
加
者
た
ち 

昨
年
よ
り
当
社
は
、
神

社
本
庁
『
過
疎
地
域
神
社

活
性
化
推
進
事
業
』
大
分

県
代
表
の
神
社
に
指
定
さ

れ
、
様
々
な
事
業
・
運
営

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。 

 

早
く
も
一
年
目
が
終
了

し
、
事
業
報
告
書
を
神
社 

本
庁
へ
提
出
。
人
口
減
少
・

高
齢
化
が
進
む
中
で
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、
本
年
の

秋
季
大
祭
に
は
大
分
県
神

社
庁
よ
り
神
日
出
男
庁

長
、
朝
久
野
睦
参
事
が
視

察
を
兼
ね
て
祭
典
に
参

列
。
併
せ
て
助
成
金
の
交

付
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。 
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（1）    妻 垣 神 社 社 報    「   と     も     か     き    」           第 ２6 号 

第２6 号 

献燈奉幣祭 ちょうちん行列本殿へ 

奉
幣

ほ

う

へ

い

行
事

ぎ

ょ

う

じ

と
幣
帛

へ

い

は

く 

お
米
や
お
酒
な
ど
の
神
饌
以
外
に
、
神
へ
の
お
供
物
と
し
て 

紙
で
作
ら
れ
た
幣
帛 (

大
御
幣)

を
奉
納
す
る
儀
式
。 

か
つ
て
は
絹
な
ど
の
反
物
で
、
神
の
衣
服
と
し
て
用
い
ら
れ 

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
人
の
手
が
触
れ
る
こ
と
は
恐
れ
多
い 

と
さ
れ
、
串
に
刺
し
て
供
え
ら
れ
て
い
た
。
現
在
の
御
幣
の 

起
源
と
な
る
。 

こ
の
奉
幣
行
事
は
畿
内
地
方
で
起
こ
り
、
全
国
に
広
ま
っ
た 

が
、
時
代
と
共
に
衰
退
。
県
内
で
も
実
施
し
て
い
る
神
社
は 

数
少
な
い
。 

本
祭
典
で
は
各
地
区
よ
り
奉
納
さ
れ
た
幣
帛
を
、
宮
司
が
左
・ 

右
・
左
と
振
り
、
御
神
前
に
供
え
た
。 



 

一
年
の
半
年
に
差

し
掛
か
る
六
月
二
十

六
日
、
恒
例
の
夏
越
大

祓
祈
願
祭
を
斎
行
。
総

代
が
奉
製
し
た
茅
の

輪
を
く
ぐ
り
、
日
々
の

感
謝
、
無
病
息
災
、
そ

し
て
疫
病
退
散
を
祈

り
ま
し
た
。 

年
々
、
口
コ
ミ
で
祈

願
に
来
ら
れ
る
方
も

増
え
て
お
り
、
来
年
か

ら
は
数
回
も
し
く
は

二
日
間
に
分
け
て
お

こ
な
う
こ
と
を
思
案

し
て
お
り
ま
す
。 

 

夏越大祓祈願祭・風鈴まつり開催  
↑

近
年
、
若
い
親
子
の
参
拝
が
増
え
て
い
ま
す 

↑ 祭典中、火を絶やさぬよう総代が薪をくめ続け、燃え上がるかがり火 

↑ 日が暮れだす中、祓所においてお祓いを受ける神職と参加者たち 

今年の秋季大祭は例大祭の前

夜祭として「献燈奉幣祭」を斎行。

当日は秋晴れとなり、日没を待っ

て集まった人の数は氏子内外か

ら６０名程。忌火を携えた巫女よ

り、提灯のロウソクへと火が分け

られ、ご神前に提灯のお灯りを捧

ぐべく一同その時を待ちました。 

 本殿より響く太鼓の音をスタ

ートに行列は提灯の灯りを頼り

に薄暗い参道を静々と進みます。

境内にはかがり火が、本殿には本

祭典のために篤志の方より奉納 

 戴いたぼんぼりの灯りが灯され、一段と清浄

な空気が漂います。 

祭典では宮司の奉幣、祝詞に続いて、巫女

舞も奉納されました。祭典後には参道の提灯

も一斉に灯され、境内は神事中の雰囲気とは

また違った顔を見せていました。 

↓
 

参
列
者
に
挨
拶
さ
れ
る
神
庁
長 

庁
長 

か
が
り
火
の
炎
に
照
ら
さ
れ
る
社
殿 

 
 

秋
の
夜
長
に
幽
玄
な
神
事
お
こ
な
う 

                            

                             

                            

                            

                            

                            

神は人の敬ひによって威を増し、人は神の徳によって運を添ふ              （2）              榊葉に心をかけん 木綿垂でて 思へば神も仏なりけり    西行法師           （２）  

ま
た
夏
の
暑
い
時
期
、
少

し
で
も
涼
を
感
じ
て
も
ら

い
た
い
。
風
の
流
れ
の
中
で

神
気
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
と
始
め
た
風
鈴
ま
つ
り
。

今
年
は
六
月
中
旬
か
ら
秋

分
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。 

風
鈴
も
昨
年
よ
り
数
を

増
や
し
、
併
せ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
願
い
が
成
就
す
る
よ
う

「
願
い
短
冊
」
を
制
作
。 

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
ま
す
よ
う
に
」
「
一
日

も
早
く
世
界
が
平
和
に
な

り
ま
す
よ
う
に
」
と
一
人
ひ

と
り
の
様
々
な
願
い
が
風

に
の
っ
て
神
様
へ
届
け
ら

れ
ま
し
た
。 

 



↑ 共鑰山８合目に鎮座する本宮「足一騰宮」 祭神：比咩大神 

清張古代史の原点「陸行水行」にて、主人公川田修一と浜中浩

三はこの場所で邪馬台国はどこにあったのか？と話が展開され

ていく。 

                            

    

 

  

                

    

                

 

         

                          

                          

            

              

（3）            建学の精神「 人みな神の御子 」  令和 6 年は騰宮学館創立１１０年 

一隅を照らす 此れ則ち国宝なり 

「山家学生式」伝教大師最澄 撰 

特集 松本清張没後 30 年記念 

清張は何故 妻垣神社を目指したのか？ 

『 

考
古
学
行
脚 

』 

（
『 

新
気
流 

』
第
十
六
号
よ
り 

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
発
行
） 

 

私
が
初
め
て
大
分
県
の
そ
の
安
心
院
と
い
う
土
地
を
訪
れ
た
の
は
、
昭
和
十
七
年
だ
っ
た
。 

当
時
、
考
古
学
に
多
少
凝
っ
て
い
た
私
は
、
宇
佐
神
宮
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。 

・
・
・
・ 

 

そ
の
こ
ろ
私
の
勤
め
て
い
た
朝
日
新
聞
に
、
定
年
前
の
老
人
で
、
日
本
全
国
の
神
武
天
皇
に
関
連

し
た
土
地
を
調
べ
て
歩
い
て
い
る
人
が
い
た
。
石
川
銀
次
郎
氏
と
い
っ
て
大
阪
の
本
社
に
勤
め
て
い

た
老
記
者
だ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
宇
佐
神
宮
に
行
っ
た
と
か
で
、
そ
の
帰
り
に
小
倉
に
寄
っ
た
の
で

そ
の
話
を
聞
い
た
。 

 
私
が
安
心
院
の
土
地
に
行
っ
た
の
は
、
石
川
氏
の
話
を
聞
い
た
の
が
奇
縁
の
一
つ
だ
。 

書
紀
に
は
神
武
天
皇
が
日
向
の
美
々
津
か
ら
船
出
を
し
て
東
征
に
向
う
途
中
、
豊
後
水
道
を
過
ぎ
て

菟
狭

う

さ

で
兵
船
を
休
め
た
と
あ
り
、
仮
泊
地
を
「
足
一
騰
宮
」(

ア
シ
ヒ
ト
ツ
ア
ガ
リ
ノ
ミ
ヤ)

と
呼
ん

だ
と
記
し
て
あ
る
。  

・
・
・
・ 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
現
在
の
ど
こ
に
当
た
る
の
か
よ
く
分
っ
て
い
な
い
。
今
の
宇
佐
神
宮
あ
た
り

で
あ
ろ
う
と
云
う
者
も
あ
り
、
ま
た
別
な
候
補
場
所
も
二
三
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

↑昭和 57 年「あじむ卑弥呼まつり」出席のため、妻垣神社を参拝。 

 

私
は
五
万
分
ノ
一
の
地
図
を
拡
げ
て
み
て
、
こ
の
宇
佐
川
の
上
流
が
か
な
り
広
い
盆
地
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
「
発
見
」
し
た
。  

・
・
・
・ 

 

こ
の
頃
、
戦
局
が
ひ
ど
く
な
り
物
資
が
欠

乏
し
て
い
た
。
私
は
、
も
し
田
舎
で
甘
藷

か

ん

し

ょ

で
も
買
え
た
ら
と
思
っ
て
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を

用
意
し
て
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
趣
味
と
実
利
と
を
兼
ね
て
出
か
け
た
の
で
あ
る
。 

 

バ
ス
は
な
か
っ
た
。
四
日
市
か
ら
急
な
山
坂
を
越
え
て
二
里
の
道
歩
か
ね
ば
安
心
院
に
は

到
達
し
な
い
。
よ
う
や
く
峠
を
越
え
て
盆
地
が
見
え
た
と
き
の
私
の
感
激
は―

 

実
際
、
そ

れ
は
感
激
と
い
う
言
葉
で
そ
の
記
憶
を
言
い
表
し
て
い
い
と
思
う
。 

山
路
ば
か
り
歩
い
た

眼
に
は
、
突
然
、
広
潤
な
平
野
が
下
に
展
が
っ
て
見
え
た
の
で
あ
る
。
恰
度

ち

ょ

う

ど

、
麦
秋
の
頃
で
、

一
面
の
田
は
黄
色
い
色
で
塗
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
間
に
点
在
す
る
街
並
み
や
村
落
、
さ
ら
に

微
か
に
霞
を
曳
い
て
い
る
連
山
の
裾
、
こ
ん
な
所
に
こ
の
よ
う
な
桃
源
郷
が
あ
っ
た
の
か

と
、
私
は
そ
れ
よ
り
少
し
前
に
見
た
こ
と
の
あ
る
映
画
「
失
わ
れ
た
地
平
線
」
を
想
像
し
て

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
気
分
に
な
っ
た
。 

 
  

私
は
、
こ
の
地
こ
そ
「
足
一
騰
宮
」
の
遺
趾
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。 

令和４年は昭和の文豪松本清張が逝去されてより３０年となります。(平成 4 年８月４日没 享年８２歳) 
清張作品は令和の時代となってもドラマや映画で何度もリメイクされており、今尚根強く支持されています。 

そのうち氏の作品「陸行水行」にてその舞台として当社が登場します。そのきっかけは氏が作家となる以前ま

で遡ります。氏の作品にそのエピソードが記されておりますので紹介していきたいと思います。 



先
の
大
戦
に
お
い
て
国
民
が
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
４
つ
の
日
が
あ
り
ま
す
。
８
月
６
日
の
広
島
原
爆
の
日
、

８
月
９
日
の
長
崎
原
爆
の
日
、
８
月
１
５
日
の
終
戦
記
念
日
、

そ
し
て
６
月
２
３
日
の
沖
縄
慰
霊
の
日
で
す
。
こ
の
日
は
沖

縄
戦
の
終
結
の
日
と
し
て
、
沖
縄
は
慰
霊
の
祈
り
に
包
ま
れ

ま
す
。 

令
和
四
年
は
沖
縄
県
が
祖
国
に
復
帰
し
て
よ
り
五
十
年

の
節
目
の
年
。
地
上
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
県
民
の
四
人
に
一

人
、
約
２
３
万
人
も
の
犠
牲
者
を
出
し
た
沖
縄
戦
。
終
戦
後
、

占
領
軍
の
統
治
下
と
な
り
、
日
本
が
独
立
し
た
後
も
ア
メ
リ

カ
軍
の
占
領
下
が
続
き
、
２
７
年
後
の
昭
和
４
７
年
５
月
１

５
日
、
よ
う
や
く
日
本
国
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。 

 

沖
縄
県
糸
満
市
に
は
「
大
分
の
塔
」
と
い
う
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら

れ
た
県
出
身
戦
没
者
の
慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
当
社
宮
司
は

県
内
若
手
神
職
の
団
体
〝
大
分
県
神
道
青
年
会
〟
の
会
長
を
務
め

て
お
り
、
去
る
五
月
十
一
日
、
沖
縄
祖
国
復
帰
五
十
周
年
を
記
念
し

て
、
現
地
大
分
の
塔
に
て
戦
没
者
慰
霊
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。 

沖
縄
戦
終
結
の
６
月
２
３
日
、
こ
の
時
期
は
沖
縄
が
梅
雨
明
け

す
る
頃
で
す
。
沖
縄
戦
は
梅
雨
の
悪
条
件
の
中
、
人
々
は
銃
弾
や
火

炎
放
射
か
ら
逃
げ
、
山
・
海
岸
へ
と
散
っ
て
逝
か
れ
ま
し
た
。 

沖
縄
が
祖
国
に
復
帰
し
て
５
０
年
。
あ
の
戦
争
の
痕
跡
は
ま
だ

ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。
米
軍
基
地
、
そ
れ
に
伴
う
土
地
問
題
、
軍
属

に
よ
る
暴
行
等
な
ど
、
戦
後
７
７
年
が
経
過
し
て
も
尚
、
解
決
へ
の

道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
遠
く
、
我
々
は
我
が
こ
と
と
し
て
考
え
、
解
決

の
努
力
を
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

安心院町安心院校区内 沖縄戦においての戦没者 

沖
縄
県
大
分
の
塔
に
赴
き
、
慰
霊
祭
を
斎
行 

鎮
魂
と
平
和
へ
の
感
謝
を
祈
っ
て 

↓ 県内若手神職と共に大分の塔で慰霊祭を奉仕する宮司 

↓

沖
縄
方
面
戦
死
と
刻
ま
れ
た
供
養
塔 

当
社
で
は
恒
例
の
平
和
祈
念
祭
を
八
月
二
十
八
日
に
斎

行
。
昨
年
に
引
き
続
き
「
み
た
ま
慰
め
の
舞
」
を
ご
神
前
に
奉

納
い
た
し
ま
し
た
。
沖
縄
戦
は
安
心
院
の
人
々
に
と
っ
て
も

他
人
事
で
は
な
く
、
安
心
院
町
内
だ
け
で
も
２
０
名
近
く
の

方
が
沖
縄
に
於
い
て
戦
死
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

         

 

            

  

           

 

              

       

 

       

 

（4）    妻 垣 神 社 社 報    「   と     も     か     き    」           第 ２6 号 

宇佐両院平和祈念祭 -沖縄祖国復帰 50 年- 

安部 友顕 24 大口田  陸軍伍長 昭和 20 年 3 月 24 日 東シナ海 戦死 

後藤 才 36 大口田  海軍上等兵曹 昭和 20 年 3 月 27 日 南西諸島 戦傷死 

大江 道大 23 龍王  海軍少尉 昭和 20 年 3 月 29 日 沖縄本島 戦死 

望月 九州男 18 恒松  海軍少尉 昭和 20 年 4 月 6 日 南西諸島 戦死 

小川 国松 25 下毛  陸軍兵長 昭和 20 年 4 月 15 日 沖縄本島 戦死 

石川 芳行 23 荘  海軍大尉 昭和 20 年 4 月 31 日 南西諸島 戦死 

松田 武 22 下毛  海軍航空大尉 昭和 20 年 5 月 11 日 南西諸島 戦死 

中原 維敏 31 木裳  海軍軍属 昭和 20 年 6 月 6 日 沖縄本島 戦死 

小野 秀人 36 古市  海軍整備兵長 昭和 20 年 6 月 14 日 沖縄本島 戦死 

上鶴 則夫 24 大仏  陸軍主計曹長 昭和 20 年 6 月 20 日 沖縄本島 戦死 

 

み
た
ま
慰
め
の
舞 

 
 

 

昭
和
十
二
年 
香
淳
皇
后
御
歌 

や
す
ら
か
に
眠
れ
ぞ
と
思
ふ 

君
の
た
め 

命
捧
げ
し 

ま
す
ら
を
の
友 

↑ 忠魂碑前にて舞を奉納する巫女 


